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別 紙 

 

論文審査の結果の要旨 

 

「陽子や中性子に代表されるハドロンの質量はどのように獲得されるのか？」という問いは、ハ

ドロン物理学における重要な問題の一つである。その主たる要因は、「強い力を記述する量子色

力学（QCD）の真空で起こっているカイラル対称性の自発的な破れ（χ SB）」であると理論的に解

釈されている。しかし、このχ SBがハドロン質量の起源である明確な実験証拠は得られていない。 

松村祐二氏は、χ SB により作り出される真空の期待値 <qbarq>が QCDにおける量子異常の一つ

U A (1)アノーマリーと結びつくことにより非常に重い質量を持つη’中間子に注目し、原子核中で

崩壊するη’中間子の質量分布（スペクトル関数）が真空中のものから変化する事を直接測定し、

ハドロン質量とχ SBの相互関係を明らかにすることを目的として研究を推進した。 

松村氏は、最終的な実験結果導出のため、1320チャンネルからなる電磁カロリーメーターのエ

ネルギースケール校正作業を緻密行ったことに加え、標的上流からの背景事象の除去、検出器反

応の一様性の確認など、全てを一貫して行った。また、データ内に含まれる本研究の主題である

η’→γγ反応以外の背景事象過程をしらみ潰しにあたり、取得したスペクトル全体像を解釈す

るまで理解を進めた。これら解析の大部分は本学博士課程後期在学中に行なったものである。 

松村氏は、得られたデータをη’中間子の崩壊確率が大きい低運動量成分と、η’中間子がほ

ぼ真空中で崩壊する高運動量成分に分けた解析を行なった。その結果、低運動量成分に於いて、

我々の理解を超えるη’スペクトル関数の変化を導出した。これは、原子核中で真空では破れて

いるカイラル対称性が部分的に回復している可能性を示唆する非常に重要な成果である。更に、

松村氏は、観測したスペクトル関数の変化を説明するため、原子核中でη’中間子の質量が軽く

なるというシンプルなモデルを使い、スペクトル関数変化に関する定量的な評価を与えた。本博

士論文に記載されている結果は、世界初の研究成果であるだけでなく、ハドロン物理に大きな貢

献となる成果である。 

 以上、博士論文に記載されている、研究の学術的背景・データ解析・成果の導出・議論は、自

立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したがって，

松村裕二提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
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